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   開     議 

 

 

○内谷邦彦議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

３号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○内谷邦彦議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 初めに、政党代表質問を行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 今泉春江議員の質問 

 

 

○内谷邦彦議長 順位６番、議席番号15番、今泉

春江議員。 

  （15番今泉春江議員登壇） 

○１５番 今泉春江議員 おはようございます。

日本共産党の今泉春江でございます。大きく二

つについて質問いたします。答弁は市長に求め

ます。 

 まず１つ目です。市道花作平山線の消雪化の

促進について、私たち日本共産党は、命、暮ら

し、平和を大切にし、国民の苦難軽減のために

頑張っております。地方自治体でも市民の声を

議会に届け、市政に生かすために頑張っており

ます。 

 さて、全国的に今年の冬も大雪となりました。

本市も降雪で市民の暮らしには影響がありまし

た。市内の主要な道路はほとんど消雪道路とな

っていますが、消雪でない市道では、今年も車

や通行人、さらに地域住民には大変な苦労があ

りました。 

 除雪を担当する課などでは、市民からの除雪

の仕方などに要望がたくさん寄せられており、

配慮をいただいていますが、しかし、全て市が

解決できるものではなく、除雪後の雪の塊など

は、地域住民の協力が必要です。除雪車両が置

いていく雪は、その残された大きな硬い雪の塊

には大変難儀されています。雪の捨場がないと

ころでは毎年大変苦労しており、地域の大きな

課題となっています。 

 まず、そのような道路の一つが、以前より指

摘されている市道花作平山線、通称法讃寺通り

です。長さ130メートルほどの距離ですが、道

路沿いにはアパートが３棟あり、26世帯、一般

住宅も四ツ谷、あら町などの15世帯の合計41世

帯がこの道路に面しており、この道路を使用す

るしかありません。 

 この道路は狭く、車の交差には譲り合いが必

要ですが、冬は除排雪の雪が置かれたままとな

り、側溝などに落ちる車が度々あります。特に

日陰のところでは大きなわだちができ、冬の車

の擦れ違い通行に支障があります。 

 冬の道路はどこでも大変ですので、ここだけ

を強調したくはありませんが、この道路を使用

する住民だからこそ、その現場の毎日の様子が

分かるのです。地域住民だけではなく、この道

路を使う市内外の方々から、あんな道路は市内

にない、何とかしろと強い調子で毎年言われま

す。申し訳ないと謝るしかありません。 

 また、この道路は市営バスの定期コースにも

なっており、特に冬のお客様の安全を心配して

います。また、昔からの道路で百間道路、花作


